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１．はじめに 

近年、技術提案型の契約方法の導入事例が増加

し、道路橋の設計基準である「橋・高架道路等の

技術基準」（以下「道路橋示方書」という。）に

は具体的な規定がない材料や構造、設計手法を用

いた「新技術」の採用を検討するケースが増えつ

つある。 

道路橋示方書においては、要求性能とともに過

去の研究や経験等もふまえ、所要の安全余裕など

の性能が確実に得られると考えられる「標準的な

手法」について規定されているものの、新技術に

対して「標準的な手法」による場合と同等以上の

性能が得られることを照査するための方法や、具

体の評価基準は示されていない。そのため、実務

においては各条件に照らして個別に検証手法と内

容を設定し、試行錯誤しながら基準との整合につ

いて照査（以下「性能照査」という。）が行われ

ている。 

このような背景から国総研では、個別に性能照

査を行う際の主な項目や着眼点、留意点を、普遍

的かつ実務の参考とできることを意識し、ガイド

ラインとしてとりまとめた。（国土技術政策総合

研究所資料第609号,道路橋の新技術手法に関する

研究-新技術評価のガイドライン(案) -,2010.9） 

２．新技術評価ガイドラインの構成と概要 

①第Ⅰ編 共通編 

共通編では、道路橋示方書の手法を適用できず、

個別に実験や解析などにより性能照査を行う必要

がある項目を表１に示す共通編の構成４から８に

整理し、新技術評価の基本的な考え方を示した。 

 

表１ 新技術評価ガイドライン共通編の構成 

第Ⅰ編　共通編
1 新技術評価の基本
2 評価手法の選択
3 技術評価の観点
4 基準の規定に対する範囲の逸脱

(例）床版の支間長、部材の省略

5 基準の規定と異なる特性の材料や構造
(例）高強度鉄筋をｺﾝｸﾘｰﾄ部材に適用

溶接構造用として規格がない鋼材の溶接

6 基準の規定と異なる設計原理や力学的機構
(例）鋼道路橋の疲労設計指針にない溶接継手

対斜構や横構が省略された構造

スタッドジベル以外のずれ止め機構

7 基準の規定と異なる施工条件
(例）鋼コンクリート合成床版のコンクリート打設の影響

8 基準の規定と異なる維持管理条件
(例）鋼コンクリート合成床版、耐候性鋼材  

②第Ⅱ編 新技術評価事例編 

 第Ⅱ編では、適用基準を道路橋示方書とする道

路橋の設計・施工にあたって、近年検討した新技

術を用いた道路橋の検証項目と性能照査手法の例

を示した。事例にない新技術においても、着目点

や留意点など、共通する部分を参考とすることで、

より充実した性能照査につながると考えている。 

③第Ⅲ編 評価マニュアルの作成例 

 第Ⅲ編では、波形鋼板ウェブPC箱桁橋及び鋼コ

ンクリート合成床版を例として、具体的な照査項

目の設定と性能照査手法の例を体系的に整理した。

新しい工法の評価計画を構築する方法として参考

にできると考えている。 

３．まとめ 

本ガイドラインに示した新技術評価の基本的な

考え方、事例等を参考に、より適切な技術評価が

実施され、信頼性の高いインフラの社会への提供

の助けとなれば幸いである。 

【参考・関連するウェブサイトのURL】 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tn

n0609.htm 
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１．はじめに 

道路橋の技術基準である「橋、高架の道路等の

技術基準について」（以下、「道路橋示方書」と

いう。）は、荷重の作用により部材に発生する応

力度が、部材の許容応力度を上回らないように部

材断面を設計する許容応力度設計法を基本とした

体系で構成されている。一方、インフラの技術基

準では多様な構造物が柔軟に設計できるように性

能規定化するとともに、要求性能水準を明確化す

るために架橋環境条件や材料等の有する安全余裕

の信頼性の程度を考慮できる部分係数設計体系が

導入される例が増えている。 

国総研では、道路橋示方書の部分係数設計体系

への転換に向けて、技術基準の全体体系の構築、

橋に対する基本的要求性能の設定、現行基準にお

ける安全余裕の分析、信頼性の観点からの分析に

よる荷重係数の設定に関する研究を行っている。 

 

２．荷重係数の設定 

部分係数設計法の導入にあたっては、各種要因

毎に確保すべき安全余裕を考慮した部分係数（荷

重係数及び抵抗係数）の設定が必要となる。国総

研では、荷重係数の理解のために、現在入手可能

な最新のデータを収集した上で、死荷重、活荷重、

風荷重、温度、地震、雪荷重、土圧等の荷重要因

について、従来基準における荷重の規定の根拠も

参考に信頼性の観点から確保すべき安全余裕の分

析を行っている。検討にあたっては、我が国で採

用実績が多い構造形式、規模の道路橋（約30橋）

を抽出し、設計供用期間(100年)の分析によって得

られた荷重等の特性を考慮した数値シミュレーシ

ョンを実施し、現行基準により確保してきた安全

余裕等、橋の性能を様々な角度から分析し、部分

係数化の影響について検討を行っている。 

 

図１ 数値シミュレーションを用いた検討 

 

３．今後の研究方針 

設計を左右する様々なばらつきを評価しうる部

分係数設計法を道路橋示方書に導入することで、

材料品質の向上等に対して、信頼性を考慮しなが

ら、適正な評価のもとで設計に反映することがで

き、合理的で経済的な設計を行うことができると

期待される。 

これまでのところ、代表的な構造形式、着目部

位等に対する分析により、荷重係数の設定を行っ

ている。今後は、引き続き試算ケースを増やして、

実務設計レベルでの係数の妥当性の検証と調整を

幅広く行うとともに、補修補強設計への適用性に

ついても検討を行う予定である。道路橋設計基準

への部分係数設計体系の早期導入に向けて、関係

する様々な機関と連携して、各種研究に取り組ん

でいく。 

【参考】道路構造物管理研究室HP（関連論文掲載） 

http://www.nilim.go.jp/lab/gcg/index.htm 
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